
  

 

過去問ライブラリー 判断推理 
東京都Ⅰ類 2009 位置関係 

 

問題 

Ａ、Ｂ、Ｃの男性３人及びＤ、Ｅ、Ｆの女性３人が喫茶店で座った席の位置及び注文した飲み

物について、次のア～ケのことが分かっている。 

 

ア Ａ～Ｆの６人は、下図のように、長方形のテーブルを挟み向かい合って座った。 

イ Ａの真向かいの人はコーヒーを注文しなかった。また、Ａの真向かいの人の隣にはウーロ

ン茶を注文した人がいた。 

ウ Ｂの隣にはコーヒーを注文した人がいた。また、Bの真向かいの人の隣にはレモンスカッ

シュを注文した人がいた。 

エ Ｃの真向かいにはＥが座った。 

オ ＤとＥは、テーブルの同じ側の両端に座った。 

カ レモンスカッシュを注文した人の真向かいの人は、緑茶を注文した。 

キ 紅茶を注文したのは１人だけであった。 

ク コーヒーを注文したのは２人だけで、いずれも女性であった。 

ケ Ａ～Ｆは、それぞれ飲み物を１種類だけ注文した。 

 

以上から判断して、紅茶を注文した人として、正しいのはどれか。 

 

 1．Ａ 

 2．Ｂ 

 3．Ｃ 

 4．Ｄ 

 5．Ｅ 

  



  

 

Ｂ 

(レ) 

(緑) (コ) 

解説 

条件より、６人の注文した飲み物とその人数は、コーヒーが２人、ウーロン茶、レモンスカッ

シュ、緑茶、紅茶が各１人であることを確認します。 

条件エ，オより、Ｃ，Ｄ，Ｅの位置関係は図１のようになります（上下左右それぞれの反転Ｏ

Ｋ）。 

また、条件ウ，カより、Ｂとその周りについて図２のように分かります（同様に上下左右反転

ＯＫ）。 

 

  

 

ここで、図１に図２を重ねましょう。図２のＢの位置は、図１の①，②のいずれかですので、

ここで場合分けをします。 

 

①の場合 

Ｂの両隣の人について、条件クより、コーヒーを注文したのは女性なのでＣではなく、もう１

人の女性であるＦで、Ｃは緑茶を注文したことになります。 

残るＡがＢの真向かいの人で、図３のようになりますが、これではＡの真向かいの隣の人はウ

ーロン茶を注文したことにならず、条件イに反します。 

よって、成立しません。 
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②の場合 

図４のようになり、Ａの位置はＤの真向かいかＢの真向かいのいずれかになりますが、ＡがＢ

の真向かいだと、そのＢの両隣の人はコーヒーまたは緑茶を注文しており、やはり条件イに反

します。 

よって、ＡはＤの真向かい、残るＦがＢの真向かいと分かり、条件イより、Ｄはコーヒーを注

文せず、Ｂはウーロン茶を注文したことになります。 

これより、コーヒーを注文したのはＥとＦで（条件ク）、図２より、Ｄは緑茶、Ａはレモンス

カッシュで、残るＣが紅茶を注文したことが分かり、図５のように決まります。 

 

 

 

  

 

 

よって、正解は肢３ですね。 
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